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  ▎ プリウス  ※ PHEV 含む ZVW6♯・MXWH6♯
◉生産開始日 令和 5 年 1 月～

１ 概 要
◦パーキングブレーキアクチュエータ ASSYを搭載したリヤディスクブレーキキャリパで制動力を
発生する、ビルトイン＆モーター直付タイプの電動パーキングブレーキを設定した。

◦電動パーキングブレーキは、運転者がスイッチ操作をすることでパーキングブレーキのロック・ 
リリースを行うマニュアル機能、シフトポジションと連動してパーキングブレーキのロック・ 
リリースを行うオート機能、ブレーキホールドと連動してパーキングブレーキをロックさせる
ブレーキホールド連動機能がある。

２ 各種注意事項
＜1 故障探求実施上の注意＞
◦リヤブレーキ点検時は、コネクター、または補機バッテリマイナスターミナルを切り離し、電
力供給を遮断する。

※コネクター、または補機バッテリマイナスターミナルを接続した状態で、リヤブレーキ点検
を実施しない。

※リヤディスクブレーキピストンが作動し、手を挟まれるなどの事故につながるおそれがある。
◦各コネクターの切り離し、ヒューズおよびリレーの取りはずしは、プッシュスタートスイッチ、 
ブレーキペダル非操作かつ運転席ドア閉状態で4分以上 *待機してから行う。

*: IG OFF 後車両の状態次第で、最大で 60 分間は電動パーキングブレーキが作動する可能性が
　　ある為、作業は必ず平坦な場所で行うこと。
◦各部品の取りはずしまたは取り付け作業を行った場合、すべての部品を取り付けた後にダイア
グコード出力点検を行い、システムが正常であることを確認する。

※作業 ( 取り付け作業など ) 終了後にパーキングブレーキランプが点滅した場合、パーキングブ
レーキをリリースする必要がある。

＜2 取り扱い、作業上の注意＞
◦平坦路で駐車した後、車両を傾けて作業をする場合は、十分な制動力が発揮できないおそれが
あるためエレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSYを 2度引き（ロック操作を 2回 )す
ること。

※電動パーキングブレーキは、傾斜角Gセンサ(エアバッグコンピュータASSY)が検出してパー
キングブレーキを作用する強さを決めている。

※エレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSY を 1 度引き ( ロック操作 1 回目 )、パーキン
グブレーキランプ（赤）が点灯後にもう1度引くと(ロック操作2 回目)最大の制動力が作用する。

＜3 フェイルセーフ＞
◦システムに異常が発生した場合、マニュアル機能は可能な限り制御を維持し、オート機能およ
びバックアップ機能は制御を禁止する。

※エレクトリックパーキングブレーキスイッチ異常の場合、オート機能は制御を維持する。
◦システムに異常が発生した場合、ブレーキウォーニングランプ（黄）が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージを表示する。

◦電源系異常やスキッドコントロールコンピュータの故障でパーキングブレーキがリリースでき
ない場合、電気解除コネクターに電源を供給することによりパーキングブレーキをリリースす
ることができる。

◦機械的な故障によりパーキングブレーキがリリースできない場合、パーキングブレーキアクチュ
エータ ASSYをブレーキキャリパから取りはずすことにより、パーキングブレーキをリリースす
ることができる。
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3 けん引方法
＜けん引時のパーキングブレーキおよびシフトの状態＞

けん引方法 パーキングブレーキ シフト位置 
キャリアカー・レッカー（4 輪持ち）  かかっている状態 * どの位置でも OK
レッカー（後輪接地）  かかっていない状態 P ポジション 
レッカー（4 輪接地） かかっていない状態 ニュートラル

＜警告＞
*: 電気式パーキングブレーキ付き車は、車両の傾きによって電気式パーキングブレーキの制動力
　が変化する。車両けん引時は最大制動力※ をかけ、車輪の飛び出しを防止する。

▪※ 最大制動力への移行要領▪
エレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSY を 1 度引き ( ロック操作 1 回目 )、パーキングブレー
キランプ（赤）が点灯後にもう 1 度引くと ( ロック操作 2 回目 ) 最大の制動力が作用する。

4 車上点検 
＜パーキングブレーキアクチュエータ ASSY 点検＞
① IG ONおよび車輪を非接触状態にし、エレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSYを操作 
　して、電動パーキングブレーキを作動および非作動させたときの後輪の状態を点検する。

項目名 状態

ロック 後輪が回転できない

リリース 後輪が回転できる

②エレクトリックパーキングブレーキスイッチASSYをロック側に1秒間程引き、パーキングブレー 
　キランプ（赤）が点灯することを確認する。

③エレクトリックパーキングブレーキスイッチASSYをリリース側に1秒程押し、パーキングブレー 
　キランプ（赤）が消灯することを確認する。

④このとき、ブレーキウォーニングランプ（黄）が点灯しないことを確認する。

5-1 パーキングブレーキ 強制解除 操作方法（SST 使用時）  

1 取り扱い・作業上の注意

＜注意＞
▪バッテリターミナル接続状態では、IG OFF 中でもエレクトリックパーキングブレーキスイッチ 
　ASSY のロック操作によってパーキングブレーキが作動するため、作業中は指示がない限り、 
　エレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSY の操作を行わない。
▪シフトレバーを動かしたときに電動パーキングブレーキシステムが作動するのを避けるため、 
　電動パーキングブレーキの AUTO 機能 ( シフト連動機能 ) を OFF にしておく。
▪各コネクターの切り離し、ヒューズおよびリレーの取りはずしは、プッシュスタートスイッチ、 
　ブレーキペダル非操作かつ運転席ドア閉状態で 4 分以上 * 待機してから行う。
　*: IG OFF 後車両の状態次第で、最大で 60 分間は電動パーキングブレーキが作動する可能性が
　　ある為、作業は必ず平坦な場所で行うこと。
▪各部品の取りはずし、または取り付け作業を行った場合、すべての部品を取り付けた後にダイ 
　アグコード出力点検を行い、システムが正常であることを確認する。
▪平坦路で駐車した後、車両を傾けて作業をする場合は、十分な制動力が発揮できないおそれが
　あるためエレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSY を 2 度引き ( ロック操作を 2 回 ) 
　すること。
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＜参考＞
▪電動パーキングブレーキは、傾斜角 G センサ ( エアバッグセンサ ASSY) が検出してパーキング 
　ブレーキを作用する強さを決めている。
▪エレクトリックパーキングブレーキスイッチ ASSY を 1 度引き ( ロック操作 1 回目 )、パーキング 
　ブレーキランプ ( 赤 ) が点灯後にもう 1 度引くと ( ロック操作 2 回目 ) 最大の制動力が作用する。

2 車両固定
①安全な場所に停止し、シフトポジションを「P」にする。

② IG OFFにし、輪止めが設置してあることを確認する。

3 付帯作業
①リヤシート ASSYを取り外す。

②リヤドアスカッフ プレート 
　インサイド RH/LHを取り外す。

③リヤドア オープニングトリ 
　ム ウェザストリップ RH/LH 
　を取り外す。

④リヤシートサイド ガーニッ 
　シュ RH/LHを取り外す。

　（右図参照 ➡）

⑤トランクルーム右側のバッ 
　テリサービスホールカバー 
　ASSY（M20A-FXS エンジン）を 
　取り外す。

4 パーキングブレーキ強制解除
※作業は必ず安全を確保できる平坦な場所で行う。
＜注意＞
▪パーキングブレーキ強制解除は、SST 使用時の手順に従い作業を行う。
▪ SST 不使用時の手順は、SST 使用時の手順に従い解除できない場合に限り、作業を行う。
▪パーキングブレーキ強制解除後、車両を移動させる場合は、下図のコネクター以外は、すべて部 
　品を取り付けてから車両を移動させる。
▪下図のコネクターを切り離した状態で、エンジン始動または IG ON にした場合、ダイアグノー
　シスコードが出力されることがあるため、作業後に必ずダイアグノーシスコードを消去する。
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  ▎ サクラ 　     　　   　                        　　　　　     B6AW
◉生産開始日 令和 4 年 5 月～

１ 概要＆構成
〇電動パーキングブレーキシステムはパーキングブレーキスイッチからの信号でABSアクチュエー 
　タ・C/Uがパーキングブレーキアクチュエータを作動させ、電動パーキングブレーキの作動、及
　び解除を行う。

〇パーキングブレーキスイッチをインストルメントロアパネルに配置し、手元での操作（作動／ 
　解除）を可能とした。

Aインストルメントロアパネル  Bモータルーム（左）  Cリヤドラムブレーキ（左）
①パーキングブレーキアクチュエータ（右）  ②リヤドラムブレーキ（右）
③パーキングブレーキアクチュエータハーネス（右） 
④シャシコントロールモジュール（舵角センサ内蔵）  ⑤コンビネーションメータ  ⑥ BCM 
⑦電動型制御ブレーキユニット  ⑧ IPDM E/R  ⑨ VCM  ⑩パーキングブレーキスイッチ 
⑪パーキングブレーキスイッチインジケータ  ⑫ ABS アクチュエーター・C/U 
⑬リヤドラムブレーキ（左）  ⑭パーキングブレーキアクチュエータ（左） 
⑮パーキングブレーキアクチュエータハーネス（左））
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3 パークロック解除方法
＜注意＞
◦この車両はパワースイッチ OFF 状態になるとパークロックが作動する。しかし、12V バッテリ 
　があがったとき等にやむを得ず前輪接地状態又は手押し等で車両を移動させる場合はパーク 
　ロック解除状態（N レンジ）を維持する必要がある。
◦パークロック解除状態（N レンジ）を維持するためには必ず下記の作業を行うこと。下記の作 
　業を行わずにけん引等によって車両を移動させた場合、重大な事故や故障に繋がる可能性がある。
◦傾斜のある場所でパークロック解除を行う場合は輪止め等を使用し、車両が動き出さないよう 
　にすること。

＜作業手順＞
①モータルームにある12Vバッテリにブースタケーブル等を使用し、12V電圧を加える。

②ブレーキペダルを踏まない状態でパワースイッチをONにする。

　※ READY 状態（走行可能状態）にしないこと。
③パーキングブレーキが作動していることを確認する。
　（電動パーキングブレーキ表示灯の点灯を確認する。）

④Nレンジを選択する。

　※すべてのドアを閉じた状態でブレーキを踏み、シフトレバーを N レンジにシフトし、その状 
　　態をしばらく保持した後にシフトポジションインジケータが「N」と表示されたことを確認する。
⑤フードを開け、ヒューズ・F/L・リレーボックスの
　カバー「①」を取り外す。

　※ N レンジでドアが開いた状態ではメータから警 
　　報音が吹鳴する。 

⑥ 40Aヒュージブルリンク（PBW MTR）「①」を取り外す。

⑦パーキングブレーキを解除する。 　

　※輪止め等を使用し、車両が動き出さないようにす 
　　ること。
⑧パワースイッチを OFFにする。

⑨ブースタケーブルを12Vバッテリから取り外す。

⑩車両を移動する。

　※車両移動後は輪止め等を使用し、車両が動き出さ 
　　ないようにすること。

＜作業後の回復方法＞
1.12V バッテリのマイナス端子を取り外す。
2.40Aヒュージブルリンク（PBW MTR）を取り付ける。
3.ヒューズ・F/L・リレーボックスのカバーを取り付ける。
4.12Vバッテリのマイナス端子を取り付ける。
5.パワースイッチを ONにし、5秒待機したあと「Pレンジ」スイッチを押す。
6.パワースイッチを OFFにし、5秒待機する。
7.全 ECUの自己診断を実施し、検出された DTCを消去する。

　※パーキングアクチュエータへの電源を遮断していたため、DTC を検出している場合がある。
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5 強制解除
①輪止めを使用して、車両を固定する。

＜注意＞
パーキングブレーキが解除されるので、確実に輪止めを使用し車両を固定する。
②シフトレバーを「Ｐ」レンジにする。

③ＩＧ "ＯＮ "後、ブレーキペダルを踏みながら、電動パーキングブレーキスイッチをリリース 
　側に操作する。この時、パーキングブレーキウォーニングランプが消灯もしくは点滅すること 
　を確認する。

④ＩＧ "ＯＦＦ "後、パーキングブレーキアクチュエータ 
　Ａｙのコネクタを切り離す。

⑤パーキングブレーキアクチュエータＡｙのゴムキャップ 
　を取り外す。

⑥ 8mmのディープソケットレンチを使用して、パーキング 
　ブレーキが解除されるまで反時計回りに100回転以上(目 
　安 )回転させる。

＜注意＞
▪パーキングブレーキが確実に解除されていることを確認 
　する。
▪パーキングブレーキアクチュエータ Ay 内部やコネクタ 
　部に泥や水を入れない。
▪作業後は、ゴムキャップを確実に取り付ける。
⑦強制解除を行った場合は、修理後に以下の作業を行う。

IG"ON" 後、電動パーキングブレーキスイッチ操作によるロック ➡ リリースを実施し、パーキ
ングブレーキウォーニングランプが消灯することを確認する。
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6 車上点検：パーキング ブレーキ アクチュエータ

①車輪を非接触状態にする。

②ＤＳ-Ⅲ（故障診断機）を使用して、画面表示に従いアクティブテストを選択して電動パー 
　キングブレーキを作動および非作動させたときの後輪の状態を点検する。

＜基準＞
項目名 選択項目 状態

ロック制御 ON 後輪が回転できない
リリース制御 ON 後輪が回転できる

③ＩＧ "ＯＮ "にし、電動パーキングブレーキスイッチをロック側に 1秒間ほど引き、パーキン 
　グブレーキウォーニングランプが点灯することを確認する。また、ブレーキペダルを踏みなが 
　ら電動パーキングブレーキスイッチをリリース側に1秒間ほど押し、パーキングブレーキウォー 
　ニングランプが消灯することを確認する。このときブレーキウォーニングランプ (黄 )が点灯 
　しないことを確認する。

＜基準＞
▪ロック側に操作したとき、パーキングブレーキウォーニングランプが点灯する。
▪リリース側に操作したとき、パーキングブレーキウォーニングランプが消灯する。
▪ブレーキウォーニングランプ ( 黄 ) が点灯しない。

7 ブレーキドラムとブレーキシューのすき間調整
①次の手順で、すき間調整のアジャスタ機構を作動させ、調整を行う。

　〇リヤブレーキ バッキングプレート S/A RH/LH のシュー アジャスティングホールからマイナ 
　　スドライバを挿入し、パーキングブレーキシューストラットセット RH/LH のアジャスタ部を 
　　矢印の方向に回転させ、ブレーキシュー Ay がドラムブレーキに接触するまで拡張させる。 
＜注意＞
▪ドラム内部にグリースを付着させない。

②マイナスドライバを使用して、オートマチックア 
　ジャストレバー RH/LHを「矢印①」の方向へ持ち上 
　げる。

③手順「②」の状態からもう一本のマイナスドライバ 
　で、ブレーキシュー Ayがドラムブレーキに接触し 
　なくなるまで、「矢印②」の方向へパーキングブレー 
　キシューストラットセット RH/LHのアジャスタ部を 
　回転させる。

④手順「③」の状態から更に、パーキングブレーキ 
　シューストラットセット RH/LH のアジャスタ部を 
　「矢印②」の方向へ１/2回転させる。
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8 インジケータ＆ウォーニング表示  
コンビネーションメータ内に、パーキングブレーキウォーニングランプ、ブレーキウォーニング
ランプ（黄）を設定している。また、マルチインフォメーションディスプレイにブレーキ操作要
求を表示する。

意 匠 名 称 機 能

パーキングブレーキ
ウォーニングランプ

①電動パーキングブレーキがロックされている時に点灯し、 
　運転者に警告する。
②電動パーキングブレーキシステム異常時、又は電動パー 
　キングブレーキスイッチ故障時には点滅し、運転者に知 
　らせる。

ブレーキ
ウォーニング（黄）

①電動パーキングブレーキシステム異常時、又は電動パー 
　キングブレーキスイッチ故障時には点灯し、運転者に知 
　らせる。

ブレーキ操作要求
インジケータ

①ブレーキペダルを踏まずに電動パーキングブレーキス 
　イッチを操作した場合に、マルチインフォメーションディ 
　スプレイに割り込み画面を表示し、運転者にブレーキ操 
　作を促す。

9 系統別トラブルシューティング  
① CAN通信システムの故障診断の進め方を確認し、CAN通信に異常が発生しているか確認する。

　（CAN通信異常時は、CAN通信の故障診断を実施する。正常時は「下記②」の作業を行う）

②車を非接触状態にし、電動パーキングブレーキを作動及び解除後、及びコンビネーションメー 
　タの状態を点検する。（現象確認）

結 果 点 検 部 位

ロック、リリースが正常、パーキングブレーキ
ウォーニングランプは消灯または点滅 パーキングブレーキウォーニングランプ系統

ロック、リリースが異常、パーキングブレーキ
ウォーニングランプはスイッチ操作に合わせて
正常に点灯／消灯

リヤブレーキ系統

ロック、リリースが異常、パーキングブレーキ
ウォーニングランプは消灯または点滅 VSC アクチュエータ（VSC ECU）系統
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10 カスタマイズ機能  
シフト操作に連動したパーキングブレーキのON、OFFを設定（カスタマイズ）することが出来る。

 ■ （1）シフト連動機能 ON への切り替え ■
①車両を停車状態にし、パーキングブレーキを作動させる。

②ブレーキペダルを踏みながら、電動パーキングブレーキスイッチを引き続ける。

③ブザーが1回吹鳴することで、シフト連動機能がONとなる。

　（マルチインフォメーションディスプレイに「シフト連動機能ON」と表示される）

■ （2）シフト連動機能 OFF への切り替え ■
①車両を停車状態にし、パーキングブレーキを解除させる。

②ブレーキペダルを踏みながら、電動パーキングブレーキスイッチを押し続ける。

③ブザーが2回吹鳴することで、シフト連動機能がOFFとなる。

　（マルチインフォメーションディスプレイに「シフト連動機能OFF」と表示される）

11 定期点検基準値  ブレーキ装置  

点検箇所 判定基準

パーキング ブレーキ 
レバーの引きしろ － 電動式は点検不要 

ブレーキ · シューの摺
動部分、ライニング
の摩耗

リヤ ブレーキ シュー ライニング
厚さ点検

＜後輪＞
標準厚さ： 4.0 mm
使用限度： 1.0 mm

ブレーキ · ドラムの摩
耗、損傷

＜ 2WD ＞
リヤ ブレーキ ドラムの内径

＜後輪＞
標準厚さ： 180 mm
使用限度： 181 mm

＜ 4WD ＞
リヤ ブレーキ ドラムの内径

＜後輪＞
標準厚さ： 200 mm
使用限度： 201 mm

パーキングブレーキ効き具合 : 制動力 検査時車両重量の 20% 以上



▪資料転載協力▪

トヨタ自動車（株）

日産自動車（株）

本田技研工業（株）

三菱自動車工業（株）

マツダ（株）

（株）SUBARU

スズキ（株）

ダイハツ工業（株）
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